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Ⅰ．はじめに
　傷害発生の頻度が高いスポーツの競技種目において，
系統的な傷害調査がなされているなか，競技種目特有の
スポーツ外傷・障害の種類，受傷機転，重症度，競技中
断期間などが報告されている1，2）。これら先行研究の多
くは，医師の診断がついて発生件数としてカウントされ
るが，実際のスポーツ現場においては，不調を感じなが
らも練習を休むほどではないケース，病院受診をするほ
どではないと選手が自己判断して競技活動を継続してい
るケースが散見される。不調を感じながらも競技を継続
している選手について，傷害や疾病をきたす可能性を事
前に把握できると，傷害予防はもとより競技力向上に資
することが期待される。
　現在，健康管理ツールとしてスマートフォンやPCに
アプリをインストールし，webで情報収集やフィード
バックを行うことができる時代である3，4）。選手の健康
管理を行うにあたり，できるだけ情報収集や整理の煩雑
さを最小化し，簡便で手軽な方法で展開できると，選手
のコンディション変化の推移を継続的に把握することに
より，傷害や疾病の発生を未然に防ぐことができる。そ
こで本研究では，Googleフォームを利用して13週間に
渡り，選手のコンディション管理を試みたので報告する。
Ⅱ．方　法
　対象は，北翔大学体育系学生団体に所属する女子バス
ケットボール選手20名とした。調査期間は，2016年９月
19日（週番第38週）～12月18日（週番第50週）の13週
間であった。この間，週番第46週および第47週にあたる
11月19日～24日において，2016年度全日本大学バスケッ
トボール選手権大会に出場した。
　質問項目は，Oslo Sports Trauma Research Center
による質問紙表3，4）に準じて，スポーツ参加状況，練習量，
パフォーマンス，症状の４項目を中心に設定した。各質
問項目における内容は，表１～表４の通りであった。各
質問項目のうち，４つ（0p-8p-17p-25p）もしくは５つ
（0p-6p-13p-19p-25p）の段階に応じてポイントを設定し，
４つの質問項目の合計を100ポイントとした。
　選手への問い合わせ方法について，日曜日の夕方に１
週間のコンディション状況を入力するフォーム先URL
をトレーナーがメール配信した（図１）。選手は翌日の
月曜日の午前までに，先週１週間のコンディション状
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）トレリハセンターまえだ（株）ルシファ
３）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科
（75～78）
表１　スポーツの参加状況
Ｑ１．身体上の問題により，通常の練習や試合への参加に影響が
出ましたか？
0p 全ての練習，試合に参加することができた。
8p 影響はあったが，通常の練習，試合は全て参加することができた。
17p 通常の練習や試合への参加を減らした。
25p 練習，試合を行うことが不可能だった。
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況をGoogleフォームに入力回答した。選手の回答結果
を先週１週間の週間報告として月曜日の午後には監督・
コーチに情報提供した。監督・コーチは選手個々のコン
ディションを把握しながらチーム練習に役立てた。コン
ディション不良の選手については，競技参加の可能性や
その判断について，必要に応じてトレーナーに相談した。
　メール配信にあたり，チームでメーリングリストを作
成し，選手個々のメールアドレスを登録して，毎回のメー
ル配信における煩雑さを軽減した。質問紙にはGoogle
フォームを利用し，メーリグンリストにはGmailを利用
した。
　13週間に渡るコンディション推移について，13週ごと
の回答率を集計し，４つの質問項目ごとに平均値，標準
偏差，95％信頼区間を算出した。
Ⅲ．結　果
　回答率は，平均91.5±8.5％（95％信頼区間：86.9-
96.2％）であり，高い回答結果であった（図２）。
　スポーツ参加状況について（図３），「全ての練習・試
合に参加することができた」のは平均80.7±10.5％（95％
信頼区間：79.4-82.0％），「影響はあったが，通常の練習・
試合は全て参加することができた」のは平均8.4±6.6％
（95％信頼区間：7.5-9.2％），「通常の練習や試合への参
加を減らした」のは平均4.7±4.9％（95％信頼区間：4.1-
5.3％），「練習・試合を行うことが不可能だった」のは平
均6.3±5.4％（95％信頼区間：5.6-7.0％）であった。
　練習量について（図４），「全く減らさなかった」のは
平均89.3±7.5％（95％信頼区間：88.4-90.3％），「少し減
らした」のは平均1.9±4.2％（95％信頼区間：1.4-2.5％），
「半分程度減らした」のは平均0.4±1.5％（95％信頼区間：
表２　練習量
Ｑ２．身体上の問題により，どの程度練習量を減らしましたか？
0p 全く減らさなかった。
6p 少し減らした。
13p 半分程度減らした。
19p かなり減らした。
25p 全く練習できなかった。
表３　パフォーマンス
Ｑ３．身体上の問題が，どの程度，パフォーマンスに影響しまし
たか？
0p 全く影響しなかった。
6p 少し影響した。
13p 中等度影響した。
19p かなり影響した。
25p 全く練習，試合が出来ない程，影響した。
表４　症状
Ｑ４．先週１週間で，経験した怪我／病気，その他の「症状」は
どの程度でしたか？
0p 全く症状はなかった。
6p 少しの症状があった。
13p 中程度の症状があった。
19p かなりの症状があった。
25p 重度の症状があった。
図１　コンディション把握に関するデータ収集および
フィードバックのフロー
図２　Googleフォームへの回答率
図３　スポーツの参加状況
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0.2-0.6％），「かなり減らした」のは平均3.3±4.1％（95％
信頼区間：4.4-5.7％），「全くできなかった」のは平均5.1
±4.8％（95％信頼区間：4.4-5.7％）であった。
　パフォーマンスについて（図５），「全く影響しなかっ
た」のは平均69.3±9.2％（95％信頼区間：68.2-70.5％），「少
し影響した」のは平均18.6±7.0％（95％信頼区間：17.7-
19.5％），「中等度影響した」のは平均2.9±3.5％（95％信
頼区間：2.4-3.3％），「かなり影響した」のは平均4.2±6.4％
（95％信頼区間：3.4-5.0％），「全く練習・試合が出来な
いほど影響した」のは平均5.0±6.2％（95％信頼区間：
4.2-5.8％）であった。
　症状について（図６），「全く症状はなかった」のは
平均52.7±11.9％（95％信頼区間：51.2-54.2％），「少しの
症状があった」のは平均34.4±13.4％（95％信頼区間：
32.7-36.1％），「中程度の症状があった」のは平均9.1±7.7％
（95％信頼区間：8.1-10.1％），「かなりの症状があった」
のは平均2.5±3.6％（95％信頼区間：2.0-3.0％），「重度の
症状があった」のは平均1.2±2.4％（95％信頼区間：0.9-
1.5％）であった。
Ⅳ．まとめ
　Googleフォームを利用したwebベースの調査によ
り簡便で非常に高い回答率であったことから，Google
フォームを利用したコンディション管理は簡便かつ継続
的に選手のコンディション推移を把握できる有用なツー
ルであることが示唆された。
付　記
　本研究は，平成28-29年度北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センター選定事業の助成を受けて実施したもので
ある。
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